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愛媛県宇和島湾で得られたアザハタ 
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種の記録 

Epinephelidae ハタ科 

Cephalopholis sonnerati (Valenciennes, 1828)  

アザハタ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P 24137） 

採集年月日：2021 年 9 月 2 日．採集場所：愛媛県宇

和島湾周辺（宇和島水産物地方卸売市場にて収

集）．採集方法：小型底曳網． 

全長 310.4mm，標準体長 249.3mm． 

種の特徴 

体は側扁，やや細長い卵型．体高は高い．頭部背縁

は眼窩中央の直上から後方にかけて大きく盛り上が

る．体色は一様に鮮赤色で，頭部，胸鰭，尾鰭と，背

鰭および臀鰭の後端が暗色味を帯びる．主鰓蓋上部

後端に１暗色斑がある．頭部と胸鰭には赤色小斑が，

背鰭，臀鰭には暗色小斑が散在する．背鰭 9棘 15軟

条，臀鰭 3棘 8軟条． 

備考 

分類体系および科，属の標準和名は中村・本村

（2022）に準拠した．日本において本種は太平洋沿岸

から琉球列島にかけて分布し，琉球列島以北では稀

とされる（瀬能，2013）．愛媛県宇和海南部に位置す

る愛南町で水中写真および深浦漁港に水揚げされた

写真があるが（高木ほか，2010），これより北部では記

録がない（辻・平松，1987）．本報告は登録標本に基

づくものとしては愛媛県並びに宇和海初記録である． 
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